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データ分析事始め 目次
データ分析基礎編

01 データ分析ってなんなの？ データ分析

02 信頼幅の線、気になる 信頼幅

03 箱ひげ図のひげ、かわゆくない 箱ひげ図

04 散布図はぜんぜんばらばら 散布図と箱ひげ図

05 どれが本命なの？ 中央値と平均値

分析データ観察編

01 生産性は性癖が出る？ 生産性

02 バグを愛したソース 信頼性（不具合密度）

03 改修・保守が好き過ぎる 開発プロダクトの種別

04 規模はアンバランスでアンビバレント ソフトウェア規模

05 開発期間は短くて長くて短い 開発期間（工期）

06 ウォーターフォールってつおい？ ウォーターフォール型開発

07 ここはツールでしょ 開発ツール

08 辛口レビューは正義 レビュー

09 工期と工数は3乗根 工期と工数

10 果てしなき外部委託の果てに 外部委託率

特別編

01 特別編：データは欲しいけど データ分析
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データ分析FAQ 目次
基本的な質問

01 データ分析って役に立つの？ ソフト開発のデータ分析

02 バグはいつ直すの？ 不具合修正の工程

03 工程比率は清く正しく美しく 工数の工程比率

04 画面は誰のもの？ UI設計の工程

05 単体テストはひとりでこっそりと 単体テストのデータ

06 組込みはレビューがお嫌い？ 組込み開発のレビュー

詳細な質問

01 バグによる怪奇現象の正体は？ バグの現象と原因

02 お値打ちなプログラミング言語 プログラミング言語の差

03 生産性はこれでいいの？ 生産性の予測区間

04 テストケースの粒度は揃うの？ テストケースの粒度

05 ソフトの価値って？ ソフトウェアの価値
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(参考) アジャイルメトリクスFAQ 目次

はじめに「アジャイルメトリクスのFAQ」

基本的な質問

01 メトリクスってなんなの？ メトリクスの定義

02 アジャイルでメトリクスどうなの？ メトリクスの必要性

03 アジャイルの生産性ってなんなの？ アジャイルの生産性測定

04 アジャイルの品質はどう測るの？ アジャイルの信頼性測定

05 そこ危なくないの？ メトリクスとリスク

06 今日はどこを測るの？ アジャイルの測定対象

詳細な質問

01 ウォーターフォールと仲良く？ ウォーターフォール共通化

02 テストはごはん？ アジャイルのテスト

03 ベロシティで怒っていい？ ベロシティの評価

04 仕事はどんだけ？ アジャイルの見積りと契約

05 いつまで続くの？ 継続的品質活動

おわりに「10年後のアジャイルメトリクス」
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aa

アジャイルメトリクスについてよく寄せられる質問を記載していますが、そ

の回答に対して、アジャイル開発に関わる方々からのご意見をお願いします



マンガでわかる
ソフトウェア開発
データ分析
事始め

ソフトウェア開発分析データ集2022
の正しい読み方と賢い使い方
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デ
ー
タ
分
析
っ
て
、

な
ん
な
の
？

お
い
し
い
の
？

僕
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
す

き
っ
と
大
事
な
こ
と
っ
す

た
ぶ
ん

え
、
こ
う
い
う
と
き
っ
て

白
衣
を
着
た
博
士
が
登
場
し
て

解
説
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
！

ギ
ャ
ラ
の
関
係
で

僕
た
ち
二
人
で

や
る
ん
す
よ
・
・
・

わ
か
っ
た
わ

じ
ゃ
、

左
の
グ
ラ
フ
を
説
明
し
て

と
い
う
こ
と
で

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

デ
ー
タ
分
析
を

一
緒
に
悩
み
な
が
ら

紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

・てへぺろ
てへっと照れて，舌をぺろっと出すこと。

わ
か
ん
な
い
す

勉
強
し
て
き
ま
す

て
へ
ぺ
ろ

データ分析ってなんなの？
【解説】データ分析

データ分析はソフトウェア開発の道標に
なり、信頼性向上や生産性向上に役立ち
ます。データ分析はこれらのすべての始
まりになります。

しかし属人的側面が大きいソフトウェア
開発にあってはデータ分析はうまく行か
ず、またデータ分析の結果と同じように
は、ソフトウェア開発が進まないことが
多いです。

そして影響する要因が多いソフトウェア
開発において、データ分析そのものは難
しいものになります。得てして間違った
分析をしてしまうことがあります。そし
てその分析結果を信じてしまうことがあ
ります。

また悪いことにデータ分析には多くのコ
ストが掛かります。特に開発現場のコス
ト負担が大きくなります。

ここではこのコストを上回る効果を得ら
れるようにソフトウェア開発のデータ分
析をしていくようにします。

低コストで高効果なデータ分析を目指し
ていきます。
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と
こ
ろ
で

こ
の
線
っ
て
な
ん
な
の
？

気
に
な
る
ん
だ
け
ど

信頼幅の線、気になる

じ
ゃ
、
９
５
％
に
入
っ
て

い
な
い
っ
て
こ
と
は
、

絶
望
す
る
し
か
な
い
の
？

泣
け
て
く
る
わ
・
・
・

９
５
％
に
入
っ
て
い
な

い
っ
て
こ
と
は

ま
さ
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
っ
て

こ
と
っ
す

な
ん
す
か
ね
、
こ
れ
？

あ
あ
、
５
０
％
と
９
５
％
が

線
の
間
に
入
っ
て
る

っ
て
こ
と
っ
す
ね

９
５
％
っ
て
ほ
と
ん
ど
が

入
っ
て
る
っ
す
ね

【解説】信頼幅

データ分析を有効に使うものとして、
リスク対策があります。そのときによ
く使われるのが信頼幅です。

よく使われる信頼幅の線は50％と95％
があります。50％の信頼幅の線の中に
は50％のデータが入っています。95％
の信頼幅の線に入っていないデータは
たったの5％です。

もしあなたのプロジェクトのデータが、
この5％になってしまったら、どこかに
リスクがあるとして、原因を追究した
方がいいでしょう。そしてその原因が
妥当なものかどうか、許されざるもの
かを判断することになります。

逆に信頼幅の中に入っていたとしても、
それは偶然かもしれません。おかしな
兆候があれば、信頼幅に入っているか
どうかだけでなく、ヒアリングなどを
した方がいいでしょう。
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箱
ひ
げ
図
の
ひ
げ
っ
て
、

長
く
て
、
ま
ぬ
け
よ
ね

ち
ょ
び
ひ
げ
の
方
が

か
わ
ゆ
い
の
に

ひ
げ
の
長
さ
っ
て
い
う
か

外
れ
値
は
箱
の
長
さ
の

な
ぜ
か
１
．５
倍
っ
す

ひ
げ
、
伸
び
す
ぎ
っ
す

で
も
平
均
値
が
悪
い
の
は

誰
の
せ
い
な
の
よ

中
央
値
と
桁
違
い
よ

こ
れ
は
月
に
代
っ
て

お
し
お
き
よ

犯
人
は

と
あ
る
会
社
の
超
開
発
っ
す

で
も
お
し
お
き
は

我
々
の
業
界
で
は

ご
褒
美
っ
す

0.010
0.000

0.065

0.010
0.000

0.065

N 平均 標準
偏差

685 0.109 0.400 
P25 中央 P75
0.000 0.010 0.065 

リリース後の
不具合数/KSLOC

P25 中央 P75
0.000 0.010 0.065 
リリース後の
不具合数/KSLOC

0.010
0.000

0.065

0.109

×
～～ 犯人

ひげ

箱

中央値

75%点

25%点

箱ひげ図のひげ、かわゆくない
【解説】箱ひげ図

データを順に並べて25%地点(P25)の
値から75％地点(P75)の値までを箱と
表現し、中央値に線を引きます。箱の
長さの1.5倍以上を外れ値として、外れ
値でない最大値と最小値から箱までを
ひげで表現します。この箱ひげ図で分
布の概観が一目でわかるようになりま
す。

またP25、中央値(P50)、P75の3点で
分布を4か所に分類できますので、3点
の値が書かれた表を四分位表と呼びま
す。

右のマンガで表した四分位表と箱ひげ
図は、実際のリリース後の不具合数
/KSLOCのデータです。これは対象年度
が全年度で、新規開発でのSLOC規模で
の不具合密度です。

これから中央値では0.010件/KSLOC、
つまり10万行で1個のバグが出ている
ことがわかります。平均値では1万行に
1個です。これをバグの相場観として覚
えておくといいでしょう。

バグは平均値と中央値が大幅に違いま
す。これはバグはいくらでも多く出ま
すが、少ないときは0個よりも小さくな
らず、不均衡になります。このような
ときは中央値を用いてベンチマークす
るのがいいでしょう。

そ
れ
に
し
て
も

下
の
ひ
げ
が
な
い
っ
す
ね

リ
リ
ー
ス
後
の
バ
グ
っ
て

25
％
点
で
も
0
な
ん
す
ね

ガ
チ
勢
っ
す
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規
模
と
バ
グ
密
度
の

散
布
図
か
ら
何
が
わ
か
る

っ
て
い
う
の
よ

小
規
模
の
は

ば
ら
ば
ら
感
が
す
ご
い
っ
す

大
規
模
の
は

予
定
調
和
で
収
ま
る
っ
す

ち
ょ
っ
と
、
箱
ひ
げ
図
の
方
が

イ
ケ
て
る
じ
ゃ
な
い
の
！

最
初
か
ら
こ
ち
ら
を

見
せ
な
さ
い
よ
ね

で
も
散
布
図
の
方
が

や
っ
て
る
な
ー
っ
て

感
じ
っ
す

密
集
し
て
る
と

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
っ
す

ぜ
ん
ぜ
ん
ば
ら
ば
ら

散布図はぜんぜんばらばら
【解説】散布図と箱ひげ図

SLOC規模あたりのバグ密度（リリース
後の発生不具合密度）は分散が大きく、
きれいな正規分布ではありません。マ
ンガのように散布図を見てもばらばら
であることがわかります。

それでも強いて特徴を挙げるとすれば、
散布図と箱ひげ図からは、小規模の
SLOCのときは分散が大きく、大規模に
なれば分散は小さくなっているように
見えます。

これは大規模のときは、リリース後に
バグがいっぱい出ると大惨事になりま
すから、リスク対策として、バグ密度
が一定の範囲になるようにコントロー
ルされ、一方、小規模のときはリリー
ス後にバグがいっぱい出ても小規模だ
からカバーできるということかも知れ
ません。

また散布図と箱ひげ図では同じデータ
であっても、見え方と感じ方が違って
きます。概要を掴むには散布図で、統
計値をわかりやすく見るためには箱ひ
げ図がいいでしょう。
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中央値 平均値

中央値 平均値

中央値 平均値

よ
く
あ
る
こ
と
っ
す

貯
蓄
額
が
有
名
っ
す

超
金
持
ち
が
平
均
を

押
し
上
げ
る
っ
す

そ
れ
じ
ゃ
、
こ
こ
で
は

超
巨
大
な
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
規
模
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
が
犯
人
な
の
ね

こ
こ
で
は
中
央
値
っ
す

で
も
都
合
の
い
い
方
を

代
表
値
に
し
て
い
る
の
が

多
い
っ
す
、
詐
欺
っ
す

中
央
値
と
平
均
値
っ
て

こ
ん
な
に
離
れ
て
い
い
の
？

ど
れ
が
本
命
？

で
、
結
局

ど
れ
が
本
命
な
の
？

平
均
値
、
中
央
値
？

どれが本命なの？
【解説】中央値と平均値

データ全体の特徴を代表する値として、
平均値や中央値、さらに最頻値などが
あります。

正規分布をしているデータであれば、
これらの代表値は一致しますが、マン
ガのような分布であれば、これらの値
はばらばらになる可能性があります。

マンガの分布はソフトウェアプロダク
トのSLOC規模の分布ですが、一方向に
大きく延びる分布で、巨大な特異な
データがグラフの右端にあります。こ
れらがデータ全体の平均値を押し上げ
ていて、中央値との差を大きくしてい
ます。

今回のような分布のときは、特異な
データによって引き上げられる平均値
よりも中央値を代表値とする方が、
データ全体の特徴を表しています。

犯
人
は
こ
い
つ→
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デ
ー
タ
分
析
っ
て
、

お
買
い
得
な
の
？

お
い
し
い
の
？

最
先
端
を
い
く
Ｉ
Ｔ
業
界

す
か
ら
、
デ
ー
タ
分
析
は

当
た
り
前
な
ん
す
よ

き
っ
と

そ
れ
じ
ゃ

左
の
グ
ラ
フ
の
説
明

し
て
ね

こ
ん
な
に

散
ら
ば
っ
て
い
て
い
い
の
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

個
性
な
の
？
性
癖
な
の
？

な
ん
す
か
ね
、
こ
れ
？

横
軸
が
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
規
模

縦
軸
が
工
数
っ
す
ね

こ
れ
、
生
産
性
っ
す
ね

こ
れ
で
計
画
や
見
積
り
、

改
善
が
で
き
る
っ
す

た
ぶ
ん

性
癖
っ
す

工
業
製
品
の
よ
う
に

い
か
な
い
っ
す

で
も
が
ん
ば
る
っ
す

生産性は性癖が出る？
【解説】生産性

ソフトウェア開発のデータ分析をする
ときに、一番、気になるのが生産性で
す。

ソフトウェアの生産量の定義は困難で
すが、ここではプログラムのSLOC 
(ソース行数) 規模を生産量としてみま
す。

そこで実際のソフトウェア開発現場か
ら生産性のデータを収集すると、右の
グラフのように分散が大きくなります。
まさに個々のプロジェクトによって、
生産性は大幅に違い、生産性に影響す
る要因は多数あり、これがデータ分析
を難しくしています。

しかしそれでも何らかの分析はでき、
その結果を基にソフトウェア開発に役
立てることができます。これこそが定
量データによる分析の役目です。

ここではまず、生産性の分散は大きい
ということと、それでも生産性の分析
を利用することができるということを
感じてください。
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バ
グ
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
く
て

ご
め
ん
な
さ
い

ほ
ら
、
あ
な
た
も

謝
り
な
さ
い

で
も
リ
リ
ー
ス
後
の
バ
グ
は

少
な
い
ん
す
ね

さ
す
が
日
本
品
質
、

最
高
っ
す
ね

こ
れ
は
う
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

負
け
て
ら
れ
な
い
っ
す

で
も
数
字
に
ば
か
り
、

目
を
奪
わ
れ
た
ら
、

大
事
な
も
の
を
見
落
と
す
わ
よ

バ
グ
ゼ
ロ
で
も

使
い
に
く
い
も
の
は
ダ
メ
よ

あ
な
た
み
た
い
に

な
に
、
言
っ
て
る
の
！

デ
バ
ッ
グ
せ
ず
に
、

無
駄
な
ソ
ー
ス
を
入
れ
た
で
し
ょ

お
か
げ
で
余
計
な
機
能
が
増
え
て

使
い
に
く
く
な
っ
た
わ

0.010
0.000

0.065

N 平均 標準
偏差

685 0.109 0.400 
P25 中央 P75
0.000 0.010 0.065 

リリース後の
不具合数/KSLOC

え
、
ち
ゃ
ん
と
不
具
合
率
、

下
が
っ
た
っ
す
よ

な
に
か
、
問
題
で
も
？

え
へ
、
逆
転
の
発
想
っ
す

バ
グ
が
取
れ
な
け
れ
ば
、

分
母
を
増
や
す
べ
し

ソ
ー
ス
は
僕
っ
す

W
W

W
W

W
W

(*_ _)

バグを愛したソース
【解説】信頼性（不具合密度）

リリース後の不具合数/KSLOC（不具合
密度）は信頼性の評価で非常に気にな
る数字です。これが信頼性評価の中心
となる数字です。

バグゼロはリリース後の不具合数がゼ
ロという意味です。さらに言えば、未
発見のバグでさえ、ないということを
期待している夢の言葉です。

しかし右のマンガの四分位表にもある
ように、数は少ないですがリリース後
にもバグはあります。バグゼロではあ
りません。

これを厳然たる事実として踏まえて、
ソフトウェア開発と、そのソフトウェ
アの利活用をするようにします。

マンガのように余計なソースコードを
追加して不具合率を下げるのは論外で
すが、数字に捉われ過ぎるとこの悲喜
劇が演じられるようになるかも知れま
せん。

不具合率ばかりに目が行ってしまって、
使いにくいシステムになってしまって
は、本末転倒です。

使いやすさは不具合率よりも重要な指
標です。

定量的データの分析は大事ですが、そ
ればかりに捉われず、使いやすさなど
定量評価が難しいものも含めて、総合
的に評価していくことが大事です。
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だ
ま
し
だ
ま
し
使
う

じ
ゃ
な
く
て

改
良
し
な
が
ら
使
う
の
は

生
活
の
知
恵
っ
す

デ
ブ
オ
プ
ス
っ
す

い
や
、
デ
ブ
オ
プ
ス

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

デ
ブ
デ
ブ
よ

改
修
ば
っ
か
だ
と

メ
タ
ボ
に
な
る
わ
よ

そ
れ
、
セ
ク
ハ
ラ
よ

改
修
・
保
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

わ
た
し
に
謝
り
な
さ
い

わ
た
し
だ
っ
て
好
き
好
ん
で

改
修
保
守
ば
か
り

じ
ゃ
な
い
わ
よ

そ
れ
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

始
め
た
ん
す
ね

で
も
保
守
で
き
て

な
い
っ
す
よ

す
み
ま
せ
ん
っ
す

改
修
・
保
守
が
好
き
過
ぎ
て

デ
ィ
ス
っ
た
す

新
規
開
発
よ
り

改
修
・
保
守
が
多
い
の
ね

お
古
が
好
き
な
の
？

orz

改修・保守が好き過ぎる
【解説】開発プロダクトの種別

ソフトウェア開発は新規開発のものよ
り、改修や保守、再開発、拡張するも
のが多くなっています。逆に新規開発
はそれほど多くありません。

マンガにあるように改修・保守ばかり
をしていると、ソフトウェアプロダク
トは肥大化する傾向にあります。それ
こそリファクタリングでダイエットす
る必要があります。しかし改修が多い
のが現実です。

データ分析をするときも、対象が新規
開発ばかりでは、現実的な分析とは言
えません。しかし改修・保守では、既
存のプロダクトが変動要因となり、新
規開発よりも要因数が大きくなります。
その結果、分析は難しくなり、分析結
果も有意なものが少なくなります。

最近は新規開発でも、OSSなどの利用
などでノーコード開発やローコード開
発のように既存コードが増えてきて、
分析が難しくなってきています。

これからソフトウェア開発のデータ分
析はこれらを踏まえて、新規開発も改
修・保守も分析していくことになりま
す。険しい道ですが、一緒に苦労して
いきましょう。
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中央値 平均値

中央値 平均値

中央値 平均値

小
規
模
な
も
の
が
多
い
中
、

突
然
変
異
の
よ
う
に

巨
大
な
も
の
が

生
息
し
て
る
っ
す

無
秩
序
、
無
政
府
っ
す

ち
っ
こ
く
て
も

お
っ
き
く
て
も

ど
ん
と
こ
い
よ

ま
ぁ
相
場
と
し
て

中
央
値
と
平
均
値
だ
け
は

覚
え
る
か
し
ら

部
屋
の
模
様
替
え
か
ら

都
市
計
画
ま
で
を

一
緒
く
た
に
分
析
し
て
る

っ
て
こ
と
っ
す

へ
ぇ
ー
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

規
模
っ
て
、
こ
ん
な
の
？

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
の
ね

で
も
規
模
に
よ
っ
て

分
析
の
や
り
方
も
違
っ
て

く
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

規模はアンバランスでアンビバレント
【解説】ソフトウェア規模

ソフトウェアプロダクトのソースプロ
グラムの行数（SLOC、Source Lines 
Of Code）はマンガにあるように、大
幅に違っています。また正規分布のよ
うにきれいな分布ではありません。小
規模が多い中、逆に巨大なものもあり
ます。

この範囲も実に数行から何百万行まで
に渡ります。このように規模には大き
な差があるので、規模によって開発方
法もプロダクトも違うものになります。

まずはこの散らばり具合を知って、さ
らに相場観として、中央値と平均値を
知っておくことは大事です。

そして、この規模の差を受け入れて、
データ分析をする必要があります。

一般的に小規模のものは分散が大きく、
逆に大規模のものは分散が小さくなる
傾向があります。

このため、小規模のものはデータでベ
ンチマークをして、一喜一憂しなくて
もいいでしょう。

逆に小規模より大きいものはデータ分
析をしてベンチマークすることは意味
があります。それに大規模なものはリ
スクも大規模になるのでデータ分析を
してリスクを分析することは大事です。
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中央値

平均値

中央値

平均値

中央値

平均値

開
発
期
間
は
案
外

ま
と
も
っ
す

で
も

２
か
月
以
下
や
３
０
か
月
超
は

見
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
っ
す

へ
ぇ
ー
、
開
発
期
間
は

１
年
弱
な
の
ね

短
い
よ
う
で
長
い
わ
ね

た
ぶ
ん
最
終
回
は

「
お
れ
た
た
エ
ン
ド
」

な
ん
す
よ
ね

そ
れ
じ
ゃ

半
年
２
４
話
の
葛
藤
ド
ラ
マ
ね

ヒ
ロ
イ
ン
は
私
で

大
事
件
は
３
話
あ
た
り
に

起
こ
る
の
よ
ね

こ
の
開
発
期
間
に

ど
ん
だ
け
の
汗
と
涙
が

流
れ
る
こ
と
っ
す
か

２
４
話
の
ド
ラ
マ
っ
す

一
番
多
い
の
は
半
年
な
の
ね

飽
き
ず
、
う
っ
と
お
し
く
な
い

い
い
お
付
き
合
い
期
間
ね

・おれたたエンド
「俺たちの戦いはこれからだ！」という最終回の終わり方で、話が
永遠に続くこと

開発期間は短くて長くて短い
【解説】開発期間（工期）

開発期間（工期）の分布は右のマンガ
のようになっています。中央値で9.1か
月、平均値で10.8か月です。２か月で
区切ったときの最頻値は４か月から６
か月になり、その中間は５か月です。

この数字を工期の相場観として覚えて
おいてください。プロジェクトを計画
し見積もるときの参考になるでしょう。

ソフトウェア規模の分布と比較すれば、
この工期の分散は小さく落ち着いた分
布に見えますが、それでも分散は大き
くアンバランスな分布になっています。

このデータは多くはウォーターフォー
ル型開発のものになっています。ア
ジャイル開発であれば、違う結果にな
るでしょう。たぶん短くなるでしょう。

工期と工数、規模には相関があります。
この相関については別のところで紹介
する予定です。
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a：ウォーターフォール, 1337, 97.6%

b：反復型, 24, 1.8% c：その他, 9, 0.7%
開発ライフサイクルモデル

デ
ー
タ
分
析
っ
て
い
う
と

ど
う
し
て
も

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

ば
っ
か
集
ま
る
っ
す

運
命
の
赤
い
糸
っ
す

な
ん
な
の
、
こ
れ
は
？

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

ば
っ
か

じ
ゃ
な
い
の
！

ば
っ
か
な
の
！

ま
だ
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
で

消
耗
し
て
る
の

っ
て
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
っ
す

で
も
今
は
ア
ジ
ャ
イ
ル
が

多
い
ん
じ
ゃ
な
い
の

こ
こ
、
本
当
に

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
大
杉

ガ
チ
勢
と
言
う
の
が

大
本
営
発
表
っ
す

そ
れ
に
し
て
も

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
の

デ
ー
タ
分
析
っ
て

・
・
・
大
丈
夫
？

・大杉 多すぎ
・ガチ勢 ガチに（まじめに）勢いがあること

ウォーターフォールってつおい？
【解説】ウォーターフォール型開発

ソフトウェア開発のデータ分析になる
と、どうしてもウォーターフォール型
開発が多く集まります。ウォーター
フォール型開発は実に97.8%にもなっ
ています。

これは日本の開発方法の分布ではなく、
データを提供してもらっている組織の
プロファイルの統計結果になります。

またウォーターフォール型開発であっ
ても、データ分析を全力で取り組んで
いる（ガチ勢）組織もありますが、表
面的な分析で終わっていることも多い
ようです。

逆にまだアジャイルの定量データ分析
が慣れていない組織が多いようです。
特に生産性に関しては、どのようにア
ジャイル開発の定量データ分析をする
のかで悩んでいる組織も多く、アジャ
イル開発の定量データ分析は課題の一
つになっています。

一方、信頼性に関するデータ分析は開
発方法論に依らず、重要な指標となっ
ています。ウォーターフォールでもア
ジャイルでも他の開発プロセスでも信
頼性をおろそかにすることはできず、
そのためにデータ分析も重要になって
きます。
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新
し
い
ツ
ー
ル
っ
て

覚
え
る
の
が
面
倒
っ
す

そ
れ
よ
り
今
ま
で
の

心
を
込
め
た
手
作
業
が

効
率
が
い
い
っ
す

す
み
ま
せ
ん
っ
す

ツ
ー
ル
使
い
に
な
る
っ
す

で
も
ツ
ー
ル
で

手
抜
き
で
き
る
っ
す
か
？

な
に
を
言
っ
て
い
る
の

く
ぁw

せdrftgy

ふ
じ
こlp

手
抜
き
す
る
た
め
な
ら

ど
ん
だ
け
で
も

手
を
掛
け
る
の
よ

そ
こ
は
占
い
ツ
ー
ル
っ
す
ね

ツ
ー
ル
で
運
勢
を

占
っ
て
も
ら
う
っ
す

そ
れ
は
使
う
人
し
だ
い
ね

で
も
長
い
目
で
み
れ
ば

ダ
イ
ジ
ョ
ブ
よ

そ
れ
と
・
・
運
も
ね

ツ
ー
ル
は

ふ
つ
う

使
う
ん
じ
ゃ

な
い
の
？

・くぁwせdrftgyふじこlp
何を言っているのかわからないさま。qawse・・・とキーを打つと出る

ここはツールでしょ
【解説】開発ツール

プロジェクトで使われているツールの
プロファイルがマンガに掲載されてい
ます。グラフのようにプロジェクト管
理ツールや構成管理ツールの管理ツー
ル、デバッグ／テストツールの下流の
支援ツールは多くのプロジェクトで使
われています。

ツールを使えば、生産性が向上するの
か、信頼性が向上するのかは難しい問
題です。これは使用経験やプロジェク
ト、プロダクトに依存しますので、
データからは相関関係が明確には示せ
ません。

例えば、定量データ分析からはデバッ
グ／テストツールは信頼性の向上には
寄与しますが、生産性は落ちるという
分析結果もあります。

しかし長い目で見れば、ツールを使い
こなすぐらいに使えば、ツールによる
恩恵が得られるようになると思います。
効率を向上させるためには一時的に効
率が落ちることも覚悟して使っていく
のがいいでしょう。
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最小 P25 中央 P75 最大 平均
0.0 1.1 2.6 5.4 213.9 5.8

レ
ビ
ュ
ー
ア
は
意
識
高
い
系

が
や
っ
て
る
す

レ
ビ
ュ
ー
イ
は
エ
ム
っ
す

指
摘
さ
れ
る
と
喜
ぶ
っ
す

レ
ビ
ュ
ー
指
摘
は
バ
グ
と

お
ん
な
じ
っ
す

レ
ビ
ュ
ー
の
成
功
は

間
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
っ
す

鬼
上
司
も
正
義
っ
す

こ
ん
な
に
ボ
ロ
ク
ソ
に
！

ま
る
で
鬼
上
司
み
た
い
！

な
ぜ
レ
ビ
ュ
ー
で
褒
め
て

あ
げ
な
い
の
か
し
ら

密
度
は

2
桁
の
桁
違
い
っ
す

こ
れ
は
神
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

く
ら
い
の
差
っ
す

も
う
笑
う
し
か
な
い
っ
す
よ

で
も
２
１
３
．９
は
恐
怖
ね

5
行
に
1
個
の
指
摘
な
ん
て

神
を
も
恐
れ
な
い
レ
ビ
ュ
ー
ア

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
ね

レ
ビ
ュ
ー
っ
て

辛
口
な
の
？

甘
い
の
？

そ
れ
と
も

や
ら
せ
？

ス
テ
マ
？

最小 P25 中央 P75 最大 平均

0.0 1.1 2.6 5.4 213.9 5.8

そ
れ
に
し
て
も

指
摘
が
多
い
わ
ね

な
に
か
恨
み
で
も

あ
る
の
か
し
ら

あ
の
陰
キ
ャ
は
何
者
な
の
？

う
る
さ
い
け
ど

放
置
で
い
い
の
？

・陰キャ 陰気なキャラクタ

辛口レビューは正義
レビュー指摘密度（件/KSLOC)【解説】レビュー

マンガのレビュー指摘密度は1000行あ
たりのプログラム規模のときの、基本
設計書でのレビュー指摘件数です。
1000行のプログラムを開発するときに
基本設計書のレビューのときに、中央
値で5.4件の指摘があったことになりま
す。

レビューは早期にプロダクトの欠陥を
発見するのに役立つ有用なものです。
データ分析としてもレビュー指摘密度
を対象にするのは意味があります。

しかしレビューはプロダクト品質と、
それからレビューアのスキルや経験、
知識などの品質があり、変数が多くな
ります。テスト検出バグ密度はテスト
品質がレビューよりも一定なので、ほ
ぼプロダクト品質（プログラムの品
質）に依存しますが、レビューでは上
記のようにプロダクトだけでなくレ
ビューアの品質にも依存します。

このようにレビュー指摘密度は分析し
にくいデータのひとつになりますが、
最初にも書いたように早期に欠陥を見
つけることは重要なので、このデータ
分析も重要になります。
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工
期
と
工
数
の
関
係
っ
て

ど
う
な
の
？

工
期
は
工
数
の
3
乗
根

と
い
う
都
市
伝
説
が
あ
る
す
よ

3
乗
根
の
古
き
言
い
伝
え
は

ま
こ
と
で
あ
っ
た
っ
す

な
ぜ
3
乗
根
な
の
？

誰
か
が
仕
組
ん
だ
罠
？

た
ぶ
ん
逆
っ
す

み
ん
な
が

3
乗
根
で
計
画
す
っ
か
ら

都
市
伝
説
に
な
る
っ
す

工期 = 0.53x工数0.31

3
乗
根
の
言
い
伝
え
を

守
ら
な
い
と

仏
罰
が
当
た
る
の
？

工期と工数は3乗根
【解説】工期と工数の関係

工期と工数の関係は古くCOCOMOで3
乗根の関係があると言われていました。
そして実際のデータが示すように3乗根
に近い分布になっています。

この3乗根の関係が工期と工数の本質的
な関係なのか、それともマンガにある
ように3乗根という知識を持って工数と
工期を計画し実施するから、結果的に3
乗根のデータになったのかは、わかり
ません。

ソフトウェア開発は変動要因が多いの
で、3乗根の近似式をそのまま使うこと
は危険です。リスクは見込まなくては
いけません。しかしながら、この3乗根
という知識を持って、ソフトウェア開
発に当たるのは成功への武器になりま
す。

今回の工期と工数の関係だけでなく、
色々な関係があると言われています。
実際のデータを収集し、その関係を確
認します。そして妥当な関係であった
ものは、ソフトウェア開発で使うよう
にしていきましょう。
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１
０
０%

が
少
な
く
て

０%
が
少
し
多
い
の
が

日
本
の
良
心
っ
す

つ
ま
り

ど
う
い
う
こ
と
？

わ
か
ん
な
い
す
け
ど

ス
ル
ー
す
る
っ
す

こ
こ
は
泣
く
と
こ
ろ
？

怒
る
と
こ
ろ
？

ス
ル
ー
す
る
と
こ
ろ
？

外
部
委
託
っ
て
多
い
の
ね

こ
れ
が
ジ
ャ
パ
ン

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
？

果てしなき外部委託の果てに

外
部
委
託
の
と
こ
ろ
が

日
本
の
キ
モ
っ
て
こ
と
す

こ
こ
は
試
験
に
出
る
っ
す

【解説】外部委託率

ソフトウェア開発における外部委託率
の分布はマンガのように、高い傾向に
あります。

最頻値は80％～90％の外部委託率にで
す。一方、90%～100％の外部委託率
は少なくなっていて、完全に外部に委
託しているプロジェクトは少なくなっ
ています。

外部委託をしていると開発データが外
部委託先を通して入手することになり
ます。このようにデータを間接的に入
手することになり、データの即時性や
正確性が落ち、データ分析に支障を与
える可能性があります。またデータ分
析によるリスク分析においても同様の
問題（即時性、正確性）が発生し、対
策が遅れる可能性があります。

外部委託が必要なプロジェクトでは
データ分析が疎かにならないように外
部委託先とデータの取り扱いについて
定め、共有し、分析するようにします。

委託先とのデータ連携のためにも、コ
ミュニケーションがキーになります。
何のためにデータを収集し、どのよう
に分析して、どのように活用するかを
決めるためにもコミュニケーションが
重要になります。
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デ
ー
タ
は
欲
し
い
け
ど

集
ま
ら
な
い
わ

涙
が
出
ち
ゃ
う

骨
身
っ
て
怖
い
っ
す

面
倒
っ
て
な
に
よ

大
事
な
こ
と
よ

そ
れ
な
の
に

だ
っ
て

現
場
に

い
い
こ
と

な
い
っ
す
か
ら

特別編：データは欲しいけど
や
っ
ぱ

面
倒
な
ん
す
か
ね

デ
ー
タ
分
析
が
現
場
に

役
立
つ
っ
て
こ
と
を

骨
身
に
染
み
こ
ま
せ
れ
ば

い
い
の
ね

こ
こ
は
飴
と
鞭
よ
ね

ＤＸ

デ
ー
タ
を
鞭
で
集
め
て

統
計
で
飴
を
与
え
る
わ

ソ
フ
ト
開
発
っ
て

変
数
が
多
い
っ
す

超
多
変
量
っ
す

い
く
ら
女
王
様
・
・
統
計
で
も

従
わ
な
い
っ
す

ＤＸ

ＤＸ

そ
れ
は

飴
っ
す
か

鞭
す
っ
か

デ
ー
タ
分
析
は

一
に
も
二
に
も

良
質
な
デ
ー
タ
が
必
要

な
の
よ

そ
の
た
め
に
も

現
場
に
役
立
つ

結
果
っ
す

ま
か
せ
て
！

ま
ず
は
統
計
か
ら
ね

統
計
は
科
学
の
女
王
様
よ

外
れ
値
の
と
き
は

わ
た
し
が
や
さ
し
く

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
わ
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マンガでわかる
ソフトウェア開発
データ分析

ソフトウェア開発分析
繰り返し尋ねられる質問
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も
っ
か
い
聞
く
け
ど

ソ
フ
ト
開
発
で
の

デ
ー
タ
分
析
っ
て

あ
り
な
の
？

あ
り
っ
す

デ
ー
タ
を
収
集
し
て

そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
が

科
学
的
な
ん
す
よ

た
ぶ
ん
、
き
っ
と
、
か
な

で
も
ソ
フ
ト
っ
て

色
ん
な
人
が
作
る
で
し
ょ

て
ん
で
ば
ら
ば
ら

な
ん
じ
ゃ
な
い
の
！

・
・
・
は
い

ス
テ
ー
タ
ス
を
見
る
と

勇
者
か
ら
村
人
Ａ
ま
で

い
る
っ
す

わ
か
っ
た
わ

見
習
い
冒
険
者
と
し
て

統
計
的
に
処
理
す
る
わ

と
い
う
こ
と
で

異
世
界
、
い
え
、

ソ
フ
ト
開
発
の
世
界
で

デ
ー
タ
分
析
の
冒
険
を

統
計
を
装
備
し
て

一
緒
に
す
る
っ
す

・勇者から村人Ａ
冒険ファンタジーの世界では、最強の勇者から最弱の村人Ａがいる
・見習い冒険者
学校を出てソフトウェア開発の世界に入りたての若者レベルのこと
・ひのきの棒
見習い冒険者が最初に装備する武器、ソフトの世界ではメモ帳のこと
・異世界
冒険ファンタジーの世界で魔法と剣がある世界
ソフト開発のデスマ世界

見
習
い
冒
険
者
っ
て

バ
グ
を
倒
せ
る
ん
す
か

装
備
は
ひ
の
き
の
棒

み
た
い
な
ん
す
け
ど

データ分析って役に立つの？
【質問】ソフト開発でのデータ分析
ソフトウェア開発での定量データ分析は
役に立ちますか。

---
ソフトウェア開発に携わる人は色々なレ
ベルの人がいます。一般に言われている
ことですが、ソフト開発でのレベル差は1
桁以上の開きがあるとも言われています。
つまり10倍以上の生産性や10倍以上のバ
グを出すことさえ、あるかも知れません。
確かにこのようなソフト開発で定量デー
タによる分析は有効ではないと言う人も
います。

このように思うのは、数人でプロジェク
トを運営するとき、これが今までのデー
タ分析で出てきた数値と同じように扱っ
ていいのかという心配があるからです。
そしてその心配はもっともなものです。

ソフト開発に限らずに、仕事のやり方を
臨機応変に柔軟にしなければいけないと
き、またその対応スキルの差が大きい人
が関与しているときのデータ分析では、
多数を対象にした「統計」的な分析を使
うことになります。

逆にこの統計的な方法では個々人や少人
数のプロジェクトを対象にした分析は難
しいものになります。統計で有効なのは
一定の人数がいる場合になります。

しかし個々人でも少人数のプロジェクト
でも、そのプロジェクトの件数が多くな
れば、統計で対応可能な一定の数になり、
定量データによる分析は有効になります。

つまり勇者レベルから村人Aレベルの数多
（あまた）のレベルの人がいても、累算
での人数が多くなれば、統計的に分析で
きるようになります。結論としては、ソ
フト開発においても人が多くなれば、定
量データの分析は有効になります。
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テ
ス
ト
で
見
つ
け
た

バ
グ
を
直
す
の
は

い
つ
ど
こ
で
誰
が

直
す
の
？

こ
そ
っ
と

テ
ス
ト
の
と
き
に

直
す
ん
す
よ

前
の
工
程
に
戻
る
こ
と
は

普
通
は
し
な
い
っ
す

で
も
そ
れ
じ
ゃ
、
テ
ス
ト
は

デ
バ
ッ
グ
で
3
密
じ
ゃ
な
い
の

こ
れ
じ
ゃ
試
験
工
程
じ
ゃ
な
く
て
、

デ
バ
ッ
グ
工
程
よ
！

・
・
・
は
い

テ
ス
ト
の
大
半
は

デ
バ
ッ
グ
で

で
き
て
る
ん
す

わ
か
っ
た
わ

テ
ス
ト
と
は
デ
バ
ッ
グ
の
こ
と

な
の
ね
、
涙
が
出
ち
ゃ
う
わ

と
い
う
こ
と
で

テ
ス
ト
は
楽
し
く
、

デ
バ
ッ
グ
も
楽
し
く

や
っ
て
い
く
っ
す

・
・
・
い
つ
ま
で
も

・3密
新型コロナウイルスが流行っていた当時、その流行を防ぐために避ける
とされた密閉、密集、密接の3個の密のこと
・プランＢ、戦略的撤退
単純に「逃げる」というのではなく、このように言うと、事前に決めて
いた作戦のように聞こえる

で
も
前
の
工
程
に
戻
っ
て

出
戻
り
デ
バ
ッ
グ
す
る
こ
と

も
あ
る
っ
す

プ
ラ
ン
Ｂ
っ
す

戦
略
的
撤
退
っ
す

バグはいつ直すの？
【質問】不具合修正の工程
結合テストや総合テストで見つけた不具
合を修正するのは、どの工程でするので
すか。試験工程ですか、それとも製造工
程や設計工程に戻って作業をするのです
か。

---
テストで見つかった不具合（バグ）を直
すのは、基本的にその試験工程で行いま
す。

試験工程では(1) テストの作成・実施、
(2) テストで検出した不具合の原因追及、
(3) 不具合の修正という作業を行います。
不具合の原因追及をして、その修正方法
を検討した結果、仕様変更や大幅な修正
が必要になる場合は、製造工程や設計工
程、さらに要求定義の工程にまで戻って、
作業をする場合があります。

ウォーターフォール型開発では通常は後
戻りしない開発ですが、このような場合
は少ないですが発生することがあります。
逆に考えれば、マンガにあるように戦略
的撤退もプランＢとして想定すべきかも
知れません。
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ソ
フ
ト
開
発
っ
て

ど
ん
な
感
じ
で

開
発
計
画
を
た
て
る
の

決
ま
り
は
あ
る
の

昔
の
計
画
を
真
似

す
る
っ
す

こ
の
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
工
程
比
率
を

そ
の
ま
ま
使
う
っ
す

で
も
そ
れ
じ
ゃ
、
全
部
同
じ
比
率

に
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い

そ
れ
で
い
い
の
？

は
い
っ
す

工
程
比
率
の
黄
金
比
は

設
計
：
製
造
：
試
験
は

３
：
４
：
３

っ
す

わ
か
っ
た
わ

で
も
新
規
開
発
と
改
良
開
発

で
は
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね

今
は
続
編
も
の
、

改
良
開
発
が
多
い
っ
す

工
数
の
工
程
比
率
は

母
体
の
変
数
が
多
く
っ
て

柔
軟
に
対
応
す
る
っ
す

黄
金
比
は
な
い
っ
す

・黄金比
デザインを美しく見せる比、建造物や美術品、そして顔にある
・続編
新編よりも安定感があるため、どの世界でも多用される
例えば、深夜アニメも続編だらけである

改
良
開
発
は

試
験
が
多
い
っ
す

改
良
っ
て
の
は

疑
心
暗
鬼
の
こ
と
っ
す

工程比率は清く正しく美しく
【質問】工数の工程比率
工期や工数の工程比率はどのようになっ
ているでしょうか。また新規開発と改良
開発で異なるものでしょうか。

---
工期や工数の工程比率は各所で統計の分
析結果があります。このソフトウェア開
発分析データ集では新規開発の工期の工
程比率はp.161の表A3-3-5に掲載されて
いて、概略は設計：製造：試験＝35：
25：40=７：５：８（なごや）です。

新規開発の工数の工程比率はp.167の表
3-3-8にあり、概略は設計：製造：試験＝
1：1：1です。これはCOCOMO IIで言わ
れていた３：４：３と比較して製造工数
の比率が小さくなっています。

また改良開発の工数の工程比率はp.169
の表A3-3-9にあり、概略は設計：製造：
試験＝3：3：4です。新規開発と比較し
て試験工数の比率が大きくなっています。
これは改良開発では回帰テストなどの試
験に多くのコストを掛けるからです。
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画
面
設
計
っ
て
、

誰
が
い
つ
ど
こ
で
す
る
の
？

画
面
設
計
は

ユ
ー
ザ
が
一
番
、

口
を
出
し
て
く
る
っ
す

っ
て
こ
と
で

ユ
ー
ザ
次
第
っ
す

結
局
、
要
件
定
義
な
の
？

そ
れ
と
も
設
計
な
の
？

要
件
な
の
か
設
計
仕
様
な
の
か

は
っ
き
り
し
な
さ
い
よ

設
計
す
け
ど

で
も
要
件
と
い
う
か

い
ち
ゃ
も
ん
み
た
い
っ
す

も
う
こ
れ
は
戦
い
っ
す

俺
、
こ
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
ら

結
婚
す
る
ん
だ
（
死
亡
フ
ラ
グ
）

変
な
こ
と
言
っ
て
な
い
で

は
っ
き
り
し
な
さ
い
よ

設
計
で
い
い
の
よ
ね
！

画
面
設
計
で
は

要
件
な
の
か
仕
様
な
の
か

明
確
で
な
い
こ
と
が多

い
っ
す

や
っ
ぱ
、
対
話
が
重
要
っ
す

こ
れ
に
つ
き
る
っ
す

結
婚
も

・いちゃもん
文句を言う側は正当だと思っているが無茶な要求を含むもの
・死亡フラグ
戦いの前にこのセリフを言うと、その人物はこの戦いで死ぬ

画
面
設
計
で
の
工
程
は

難
し
い
っ
す

ア
ジ
ャ
イ
ル
ぽ
い
の
が

い
い
っ
す

画面は誰のもの？
【質問】UI設計の工程
画面インタフェースの設計はどこの工程
でするのでしょうか。基本設計の工程で
しょうか、それとも要件定義の工程で
しょうか。

---
ここで基本設計とは、SLCPのシステム方
式設計とソフトウェア方式設計に相当す
るものとします。

要件定義と基本設計の差異は成果が要件
定義なのか、設計仕様なのかになります。
この考えでは画面設計という言葉なので、
基本設計の工程になるとするのが自然で
す。

しかしマンガにもあるように画面に対し
てはユーザからの仕様変更を含む要求が
多く、それも連続的に来ることが多いで
す。このため、ユーザとの要件定義なの
か、それを元にした設計仕様なのかの区
別が明確ではありません。

つまり画面設計におけるユーザの関与の
度合いにより、それが要件定義なのか基
本設計なのかに分かれます。

この意味ではウォーターフォール型開発
よりもアジャイル開発の方が画面設計は
向いていると言えるでしょう。

どのような開発方法を取るにせよ、画面
設計はユーザとの対話が重要なのは間違
いはありません。
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単
体
テ
ス
ト
の
件
数
が

来
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
？

な
ん
で
な
の
？

ど
う
し
た
の
？

単
体
テ
ス
ト
は

ち
ょ
こ
ま
か
と
す
る
っ
す

デ
ー
タ
収
集
や
報
告
は

面
倒
な
の
で
し
な
い
っ
す

こ
れ
で
い
い
っ
す
よ
ね

い
い
わ
け
な
い
で
し
ょ
！

な
ん
で
報
告
し
な
い
の
よ

デ
バ
ッ
グ
さ
れ
た
い
の
？

は
い
っ
す

で
も
カ
バ
レ
ッ
ジ
は

報
告
し
て
る
っ
す

許
し
て
ほ
し
い
っ
す

わ
か
っ
た
わ

い
つ
も
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン

っ
て
報
告
だ
っ
た
か
ら

無
視
し
て
た
わ

単
体
テ
ス
ト
は

カ
バ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
な

意
味
の
あ
る
も
の
で

制
御
で
き
る
っ
す

だ
か
ら
、
ひ
と
り
で

こ
っ
そ
り
と

ば
れ
ず
に

・オールグリーン
プログラムコードを単体テストで実施すると緑色になるテストツールが
多く、オールグリーンになるとカバレッジが100％になったことになる
・緑一色（りゅーいーそー）
麻雀で役満貫（役満）となる役
・ハコテン
麻雀で持ち点が0点以下になること

単
体
テ
ス
ト
は

オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
っ
す

緑
一
色
っ
す
、
役
満
っ
す

他
の
テ
ス
ト
で
い
つ
も

ハ
コ
テ
ン
に
な
る
っ
す

単体テストはひとりでこっそりと
【質問】単体テストのデータ
単体テストのデータは収集して分析する
のでしょうか。した方がいいのでしょう
か。

---
単体テスト（コンポーネントテスト、ユ
ニットテスト）は他のテストとは異なり、
プログラマ自身がインシデントレポート
を書くことなく、テストを実施すること
が多くなっています。

これは単体テストがプログラミングと不
可分な作業として行い、バグが見つかれ
ば、そのままデバッグする作業までが一
連の流れとして実施されることから、上
記のようなテスト方法になります。

そしてテスト結果もテストを実施したテ
ストケース数で管理するのではなく、
コードカバレッジ率などの別の観点で管
理するようになっています。

このようにホワイトボックステストであ
る単体テストではテストケース数よりも
意味のあるコードカバレッジなどでテス
トが管理できます。一方、ブラックボッ
クステストではどうしてもテストケース
数やバグ曲線などで管理するしかありま
せん。

このため、単体テストではテストケース
数はあまりデータ収集されず、それより
もカバレッジなどの指標が重要視され、
カバレッジ率だけで管理されるように
なっています。

そして単体テストの検出バグ数も上司に
報告することなく、ばれずにすませるこ
ともできます。

27



組
込
み
ソ
フ
ト
っ
て

あ
ま
り
レ
ビ
ュ
ー
し
な
い
の
？

本
当
？

な
ん
で
？

レ
ビ
ュ
ー
は
嫌
い
？

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
調
査
か
ら
は

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
っ
す

組
込
み
が
レ
ビ
ュ
ー
し
な
い

の
か
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

好
き
す
ぐ
る
の
か
は
不
明
っ
す

組
込
み
、

な
ん
て
、
悪
い
子
な
ん
で
し
ょ

親
の
顔
が
み
た
い
わ

帰
っ
た
ら
お
仕
置
き
ね

は
い
っ
す

で
も
組
込
み
開
発
で
は

機
器
と
か
、
親
方
と
か

色
々
と
面
倒
な
こ
ろ
が

あ
る
っ
す

言
い
訳
は
聞
か
な
い
わ

こ
れ
か
ら
小
一
時
間
、
私
が

レ
ビ
ュ
ー
し
て
あ
げ
る
わ

覚
悟
な
さ
い

組
込
み
ソ
フ
ト
開
発
で
も

レ
ビ
ュ
ー
は
重
要
っ
す

一
子
相
伝
の
レ
ビ
ュ
ー
で
な
く

公
開
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
っ
す

全
集
中
し
て
レ
ビ
ュ
ー
っ
す

・小一時間（こいちじかん）
小言を言うときの標準的な時間
・我々の業界ではご褒美
褒美に見えない行いも特定の人からはご褒美に見えることもある
・全集中
身体を活性するための呼吸法

レ
ビ
ュ
ー
は
我
々
の

業
界
で
は
ご
褒
美
っ
す

土
下
座
っ
す

で
も
組
込
み
で
は

テ
ス
ト
は
完
璧
っ
す

こ
れ
で
勘
弁
っ
す

組込みはレビューがお嫌い？
【質問】組込みソフト開発でのレビュー
組込みソフトウェア開発ではエンタープ
ライズ系などのソフトウェア開発と比較
して、レビュー指摘率などのデータ収集
が少ないのはなぜですか。

---
エンタープライズ系などの大規模なソフ
トウェア開発では各種の開発基準を設け、
また開発フレームワークも使い、比較的
定型的に開発されることが多いですが、
それに対し組込みソフトウェア開発では
機器に直結して開発するため、定型的な
開発よりも独自の開発形態になることが
多くなります。この結果、組込み系の開
発では職人文化やその中の徒弟制度の独
特の文化があります。

このため、設計レビューなども定型的に
実施されることが少なく、職人文化の元
に暗黙的に実施される場合が比較的多い
ようです。

これが組込みソフトウェア開発でレ
ビュー指摘率などの上流工程での定量的
なデータ分析が定着していない理由のひ
とつになっているかと思います。

もちろん組込み系でもテスト検出バグ率
などの下流工程での定量的なデータ分析
は実施されています。
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こ
れ
っ
て
な
ん
な
の
？

バ
グ
に
よ
る
怪
奇
現
象
？

原
因
は
な
ん
な
の
？

怪
奇
現
象
っ
す

自
然
現
象
じ
ゃ
な
く
て

バ
グ
の
怨
念
で
生
ま
れ
た

怪
奇
現
象
っ
す

怪
奇
現
象
だ
け
な
く
て

ち
ゃ
ん
と
原
因
追
及
し
な
さ
い
よ

徹
底
的
に
！

泣
く
ま
で
！

も
う
泣
い
て
る
っ
す

バ
グ
の
原
因
追
及
は

面
倒
で
時
間
が
・
・
・

テ
ス
ト
で
す
ぐ
に
わ
か
る

現
象
数
で
許
し
て
っ
す

で
も
ひ
と
つ
の
原
因
か
ら

多
数
の
怪
奇
現
象
が
出
な
い
？

バ
グ
の
現
象
数
だ
け
っ
て

そ
れ
っ
て
意
味
あ
る
？

バ
グ
件
数
は
原
因
数
で

カ
ウ
ン
ト
す
る
の
が
い
い
す

で
も
現
象
数
で
カ
ウ
ン
ト

し
て
も
な
ん
と
か
な
る
す

・
・
・
な
ん
と
か
す
る
す

・怪奇現象
昼間は動いているのに真夜中になると突然エラーを吐き出すポルターガ
イスト現象、数えると一つ足らない番町皿屋敷現象、ログを入れると怪
奇現象がなくなるハイゼンバグ現象などが見つかっている
・運命の赤い糸
2者の相関関係が強いものを結ぶ赤い糸のこと、ただし実は裏事情があ
る疑似相関のときも赤い糸で結ばれるので注意が必要

大
丈
夫
っ
す

現
象
数
と
原
因
数
は

運
命
の
赤
い
糸
で

結
ば
れ
て
い
る
っ
す

素
人
に
は
こ
の
赤
い
糸
は

辿
れ
な
い
す
け
ど

バグによる怪奇現象の正体は？
【質問】バグ件数はバグの原因数で測定
した方がいいのでしょうか、それともテ
ストの結果で測定できるバグの現象数で
いいのでしょうか。

---
バグの原因を見つけて、その原因数で測
定する方が、バグを入れ込んでしまう時
点に注目できるので、望ましいです。

しかしバグの原因を見つけるのは面倒で、
多くの時間を必要とします。

一方、バグの現象数はテストケースを実
行した結果、直ちにわかりますので、測
定コストはテスト実施時に低コストでで
きます。

しかし1個のバグの原因から複数のバグの
現象が見つかることもあり、一般的に現
象数では原因数よりも多くなります。ま
たこれからバグの原因の１個をデバッグ
すると複数のバグの現象がなくなること
があります。

これからバグのメトリクスをバグの現象
数だけにするのか、現象数に加え、原因
数も対象にするかのトレードオフをする
必要があります。

例えば、重要なプロダクトのときは原因
まで追究し、そうでないときは現象数だ
けを測定する方法があります。
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や
っ
ぱ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

で
違
い
は
出
る
わ
よ
ね

で
ど
れ
が
お
値
打
ち
？

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

は
色
々
な
流
派
が
あ
っ
て

ひ
と
つ
に
決
め
ら
れ
な
い
っ
す

ど
こ
か
ら
か
文
句
が
出
る
っ
す

そ
れ
で
も
男
で
す
か
、
軟
弱
者
！

男
な
ら
ひ
と
つ
に
決
め
な
さ
い

二
股
は
卑
劣
よ

す
み
ま
せ
ん
っ
す

Ｖ
Ｂ
が
生
産
性
が
高
い
す

で
も
働
い
た
ら
負
け
っ
す
か
ら

ノ
ー
コ
ー
ド
が
い
い
っ
す

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
よ
り
も

設
計
や
テ
ス
ト
で
コ
ス
ト
が

掛
か
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は

環
境
込
み
で
生
産
性
や

信
頼
性
に
影
響
を
与
え
る
っ
す

で
も
他
の
要
因
に
よ
る
差
も

あ
る
っ
す
か
ら
、
ば
か
り

気
に
し
な
い
で
っ
す

・それでも男ですか、軟弱者！
セイラ・マスが言った励ましのお言葉。
・働いたら負け
自宅警備員（つまりニート）が決めゼリフにしているお言葉。

そ
う
っ
す

そ
れ
に
今
は
言
語
よ
り
は

そ
の
言
語
の
開
発
環
境
の

良
し
悪
し
が
決
め
手
っ
す

開
発
環
境
、
命
っ
す
！

お値打ちなプログラミング言語は？
【質問】プログラミング言語により、生
産性が大きく異なると思うのですが、ど
うでしょうか。

---
確かにプログラミング言語により、生産
性（工数あたりのSLOC/FP数）や信頼性
(プログラム規模あたりのバグ数)に差が
あります。これはプログラミング言語だ
けの違いによるものではなく、その言語
の開発環境にも依存しています。

ソフトウェア開発データ白書2018の
p.272ではCOBOLの4.88SLOC/人時から
VBの7.24SLOC/人時の差があることがわ
かります。

また言語による差よりも新規開発か改良
開発かなどの他の要因による生産性や信
頼性の差も大きいので、言語の違いばか
りに目を奪われないようにしてください。
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う
ち
の
生
産
性
は
ど
う
な
の
？

悪
い
の
？
小
一
時
間
ほ
ど

問
い
詰
め
る
べ
き
？

50
％
の
区
間
に
な
い
な
ん
て
！

怒
っ
て
い
い
わ
よ
ね
？

怒
る
べ
き
よ
ね
？

怒
る
わ
よ
！

す
み
ま
せ
ん
っ
す

で
も
95
％
に
入
っ
て
る

か
ら
許
し
て
ほ
し
い
っ
す

ど
う
か
お
慈
悲
を
！

信
頼
区
間
は
無
慈
悲
な
生
産
性

の
女
王
よ

で
も
50%

か
ら
95%

は

怒
り
に
く
い
わ
ね

生
産
性
の
信
頼
性
区
間
に

よ
る
評
価
も
、
そ
の
他
の
評
価

も
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
っ
す

で
も
95
％
の
よ
う
な
も
の
は

は
っ
き
り
と
断
罪
、
い
や
、

「
言
い
訳
を
聞
こ
う
か
」

っ
す

・信頼区間は無慈悲な生産性の女王
ハインラインの「月は無慈悲な夜の女王」から
・言い訳を聞こうか
各地で発せられる脅しの言葉。この言葉の次は「言い訳はするな」とな
る。

そ
う
っ
す

そ
れ
は
色
々
な
状
況
か
ら

判
断
し
て
ほ
し
い
っ
す

で
も
さ
す
が
に
95
％
の
外
は

論
外
っ
す

生産性はこれでいいの？
【質問】生産性を分析データ集のグラフ
と比べて、生産性に問題がないかどうか
の判断をしてみたいのですが、どうすれ
ばいいのでしょうか。

---
右のマンガにあるような生産性のグラフ
から、対象のプロジェクトと比べること
で生産性の評価ができます。

このグラフは生産性の予測値の信頼区間
（予測区間）になります。つまり、新た
に取得した生産性の値がどの信頼区間の
中にあるかがわかります。

グラフには50％と95％の信頼区間が描画
されていますので、新しく測定した生産
性の値がどの区間にあるかがわかります。

50％の信頼区間にあれば、問題はないで
しょう。95%の信頼区間にないときは、
その原因を探りましょう。担当者にヒア
リングするのも一つの方法です。50%か
ら95%の間にあるときにどうするかはプ
ロジェクトで決めることになります。重
要なプロダクトであれば、原因を見た方
がいいかも知れません。
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テ
ス
ト
ケ
ー
ス
数
は
大
事
よ
ね

で
も
そ
の
粒
度
は
揃
っ
て
る
？

え
？
ば
ら
ば
ら
？

テ
ス
ト
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る

っ
て
言
っ
て
い
た
け
ど

数
を
誤
魔
化
し
て
い
る
の
？

怒
る
わ
よ
！

す
み
ま
せ
ん
っ
す

水
増
し
、
じ
ゃ
な
く
て
、

粒
度
を
細
か
く
し
て
、

魔
法
の
よ
う
に

増
や
し
て
い
る
っ
す

じ
ゃ
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
の
粒
度
は

ど
う
し
て
い
る
の
？

そ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
い
と

テ
ス
ト
を
し
て
い
る
と
い
う

言
い
訳
に
な
ら
な
い
わ
よ

と
い
う
こ
と
で

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
の
粒
度
は

基
準
で
揃
え
る
の
が
吉
っ
す
。

そ
れ
で
テ
ス
ト
を
し
た
と
い
う

ア
リ
バ
イ
が

証
明
で
き
る
っ
す

・魔法
反同値分割法の魔法を使えば、テストケースは増える。
・ポエム
「こう動けばいいな」のような希望が散りばめられているテストケース。
・テストケース二十面相
一つのテストケースを二十のテストケースにできる怪人。

そ
う
っ
す
ね

あ
る
人
は
作
業
日
誌
、

あ
る
人
は
ポ
エ
ム
、

し
か
し
て
そ
の
実
態
は

怪
人
テ
ス
ト
ケ
ー
ス

二
十
面
相
！

テストケースの粒度は揃うの？
【質問】テストケースの粒度はどの程度
にすればいいのでしょうか。その記述は
どれくらい具体的に書けばいいのでしょ
うか。

---
テストケース数やその密度は信頼性を計
測するときの重要なメトリクスです。

設計はすべてを記述するために抽象的に
なりますが、テストケースは逆に具象的
に記載して、設計の具体的なユースケー
スになることが多いでしょう。これはテ
ストの正確性を確保するためにも必要な
ことになります。

しかしテストケースをいくら具象的に記
載すると言っても、その具象度の違いに
よる粒度の差は出てきます。

またテストの段階によっても粒度は違う
でしょう。システムテストと単体テスト
を比較すれば、システムテストは抽象的
で、単体テストは具象的になり、粒度は
異なります。そこで各段階のテストでテ
ストケースの粒度を揃える必要がありま
す。
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ソ
フ
ト
の
価
値
っ
て
、
ど
う
な
の

ど
う
す
れ
ば
わ
か
る
の
？

知
っ
て
い
た
ら
教
え
て

そ
ん
な
人
月
の
神
話
み
た
い
な
話

は
や
め
て
！

見
積
り
も
価
値
か
ら
出
す

べ
き
よ
ね
、
ね
！

す
み
ま
せ
ん
っ
す

価
値
は
使
う
人
に
よ
っ
て
も

違
う
っ
す
、
時
期
に
よ
っ
て

も
状
況
に
よ
っ
て
も
違
う
っ
す

価
値
は
常
に
変
化
す
る
っ
す

な
に
、
哲
学
的
な
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
、
生
意
気
だ
わ

じ
ゃ
相
対
的
な
価
値
は
ど
う
？

こ
の
ソ
フ
ト
と
あ
の
ソ
フ
ト
、

ど
ち
ら
が
価
値
が
あ
る
の

と
い
う
こ
と
で

ソ
フ
ト
の
価
値
は
難
し
い

っ
す

で
も
結
婚
の
相
手
探
し
よ
り
は

で
き
る
方
法
が
あ
る
っ
す

ソ
フ
ト
の
価
値
が
わ
か
る

よ
う
に
な
る
っ
す

・人月の神話
ブルックス先生執筆の人と月は交換できないという神話。
・マッチングアプリ
相性ぴったりで満足度が向上する相手とマッチングできるとされている
アプリ。

相
対
的
、
つ
ま
り

複
数
の
ソ
フ
ト
と
付
き
合

っ
て
、
ど
れ
が
自
分
に
ピ
ッ

タ
リ
か
を
判
断
す
る
っ
す
ね

結
婚
相
談
所
か
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
が
い
い
っ
す

ソフトの価値って？
【質問】ソフトウェアの価値はどのよう
に評価すればいいのでしょうか。どのよ
うに定量的に計測すればいいのでしょう
か。たとえばソフトの価値をお金に換算
するのはどうすればいいのでしょうか。

---
ソフトウェア製品の価値は評価しにくく、
また定量的な計測はさらに難しいもので
す。
ソフトウェアの価値のひとつに製品品質
があり、たとえばソフトウェア品質標準
SQuaREには、機能適切性やユーザイン
タフェイス快美性などの多数の項目があ
りますが、そのどれもが定量的に計測す
るには難しいものばかりです。
開発時は人月のコストから見積もること
が多く、逆にソフトウェアの価値から見
積もることは少ないでしょう。

ソフトウェアの価値は、そのソフトウェ
アを含むシステムを使うユーザの満足度
に大きく依存するものです。そこでユー
ザの満足度はアンケートやヒアリングで
計測するという方法もあります。
一方、バグが少ないソフトウェアは、そ
れだけでなく、操作感などの使いやすさ
や実行効率などもバグの少なさに相関し
て良いものが多いと考え、バグ密度をソ
フトウェアの価値の代替に使うこともあ
ります。もちろんバグが少ないソフト
ウェアでも使いにくくユーザの満足度は
低く価値が小さいものはあります。逆に
バグが多くて使いやすく満足度の高いソ
フトウェアもあるでしょう。それでもバ
グが少ないソフトウェアは一般的には価
値があると考えることもできるでしょう。

上記の２つの考えを紹介しましたが、や
はりソフトウェアの価値は評価も定量的
計測も、お金に換算するのも難しいもの
ですが、悩みながら、より良いものを見
つけるようにしましょう。
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わ
か
ん
な
い
っ
す

で
も
見
積
り
は
な
ぜ
か

金
額
が
し
っ
か
り
あ
る
ん
す

あ
れ
は
人
手
の
コ
ス
ト

だ
け
か
ら
っ
す
よ
ね



マンガでわかる
アジャイル
メトリクス

アジャイルとそのメトリクス
繰り返し尋ねられる質問

34

FAQ 編

アジャイルメトリクスについてよく寄せられ

る質問を記載していますが、その回答に対し

て、アジャイル開発に関わる方々からのご意

見をお願いします

(参考)



ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
っ
て

な
ん
な
の
？

カ
タ
カ
ナ
で
な
く
漢
字
で

言
っ
て
よ
ね

読
む
っ
す
、
ス
テ
マ
っ
す

わ
、
怒
ん
な
い
で
っ
す

え
、
「
な
ん
す
か
ね
」
て
何
よ
！

一
番
大
事
な
こ
と
よ

怒
っ
て
も
い
い
わ
よ
ね
？

も
う
怒
っ
て
る
す

漢
字
で
書
け
ば
、

「
俊
敏
尺
度
」

み
た
い
な
？

はじめに「アジャイルメトリクスのFAQ」
な
ん
す
か
ね

中
二
病
ぽ
い
っ
す
け
ど

意
味
わ
か
ん
な
い

・
・
・
ま
ぁ
い
い
わ

と
に
か
く
、
素
早
く
、
俊
敏
に

意
味
を
掴
み
ま
し
ょ
う

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
読
め
ば

い
い
の
よ
ね
？

ＤＸ

誤
魔
化
さ
れ
た
よ
う
な

で
も
わ
か
っ
た
振
り
だ
け

て
へ
ぺ
ろ

そ
れ
で
ア
ジ
ャ
イ
ル

メ
ト
リ
ク
ス
っ
て

役
に
立
つ
の
？

そ
れ
儲
か
る
の
？

お
金
か
か
ん
な
い
？

お
値
打
ち
な
の
？

こ
の
俊
敏
尺
度
は
、

ア
ジ
ャ
イ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

で
定
量
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
を

行
う
と
き
に
使
う

測
定
基
準
っ
す

ＤＸ
メ
ト
リ
ク
ス
で

リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も

家
内
安
全
っ
す

そ
れ
に

言
い
訳
に
も
使
え
る
っ
す

メ
ト
リ
ク
ス
は
大
事
っ
す

お
金
儲
け
で
き
る
っ
す

・
・
・
た
ぶ
ん

と
い
う
こ
と
で

わ
た
し
た
ち
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス

で
悩
ん
で
い
く
わ
よ

一
緒
に
悩
む
っ
す

よ
ろ
し
く
っ
す
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あ
な
た
の
好
み
の
測
定
基
準
な

ん
か
ど
う
で
も
い
い
の
よ

・
・
・
し
め
る
わ
よ

も
っ
か
い
聞
く
け
ど

メ
ト
リ
ク
ス
っ
て
な
ん
な
の
？

ヲ
タ
ク
ぽ
い
響
き
だ
け
ど

メ
ト
リ
ク
ス
は

え
え
っ
と
、
辞
書
で
引
く
と

・
・
・
・
・
・

メ
ー
ト
ル
法
や
韻
律
法

だ
そ
う
す

意
味
わ
か
ん
な
い
わ
よ

メ
ー
ト
ル
っ
て
、
こ
こ
で

私
の
体
重
の
話
を
す
る
気
？

秘
密
暴
露
で
訴
え
る
わ
よ

絶
対
に
触
れ
な
い
っ
す

メ
ト
リ
ク
ス
は
こ
こ
で
は

測
定
基
準
、
測
定
尺
度
っ
す

デ
ー
タ
じ
ゃ
な
い
っ
す
か
ら

安
心
し
て
ほ
し
い
っ
す

測
定
値
じ
ゃ
な
い
な
ら
い
い
わ

そ
れ
で

メ
ト
リ
ク
ス
の
例
は
？

メ
ト
リ
ク
ス
は

測
定
基
準
、
測
定
尺
度
、

測
定
評
価
の
こ
と
っ
す

人
生
の
メ
ト
リ
ク
ス
も

き
っ
と
あ
る
っ
す

っ
て
哲
学
書
み
た
い
っ
す

・ヲタク
嗜好性の強い趣味に没入するもの。アニヲタ、鉄ヲタ、ゲーヲタなどが
生息している。
・しめる
首を絞めることで、殺すと同意。

体
重
や
年
齢
、
年
収
、

ス
リ
ー
サ
イ
ズ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
ど
う
選
択
し

測
定
し
評
価
す
る
か
の
基
準
す

僕
の
好
み
の
基
準
っ
す

メトリクスってなんなの？
【質問】メトリクスとはどういうもので
しょうか。測定データとは違うのでしょ
うか。

---
メトリクスとは辞書で調べると、メート
ル法や韻律法という意味です。

ここでのメトリクスとは、測定基準や測
定尺度、測定評価という意味です。

つまり測定した値そのもののデータでは
なく、その測定基準や尺度のことです。

しかし測定現場では測定データをメトリ
クスと呼んでいることもあるので文脈で
判断する必要があります。

測定をするときにはメトリクスに従って
実施します。しかし多くの場合、メトリ
クスが明示されず暗黙的に決められてい
ることがあります。このときは暗黙的な
メトリクスを意識して測定する必要があ
ります。

メトリクスの例としては、健康診断のと
きは身長や体重、視力、血圧などを測定
項目として選び、個々の測定値に対して
基準を設け、また複合した測定データの
値に基準や尺度を設け、これらの測定値
から評価を行います。健康診断ではメト
リクスで決めた閾値となる基準値を越え
た場合、再診断となります。

ソフトウェア開発に関するメトリクスで
は、コード行数(SLOC, Source Lines Of 
Code)やバグ件数、工数などがあります。

上記のうち、コード行数やバグ件数は注
目を集めやすいメトリクスですが、ア
ジャイル開発では、開発中のコード行数
やバグ件数の評価が難しいため、ウォー
ターフォール開発と比較して、より注意
する必要があります。
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で
ね

ア
ジ
ャ
イ
ル
で

メ
ト
リ
ク
ス
っ
て

ど
う
な
の
？

い
い
っ
す
よ

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

と
同
じ
で
、
い
い
っ
す
よ

数
字
で
他
と
比
較
し
て

査
定
す
る
っ
す

慣
れ
て
る
っ
す
か
ら

で
も
ア
ジ
ャ
イ
ル
で
は

査
定
は
ベ
リ
ー
ハ
ー
ド
で
し
ょ

そ
こ
、
わ
か
っ
て
る
の
！

も
っ
か
い
ア
ジ
ャ
イ
ル
を

修
行
し
な
さ
い

・
・
・
は
い

ア
ジ
ャ
イ
ル
界
隈
で
は

比
較
は
ム
リ
っ
す

賞
与
査
定
も
ム
リ
っ
す

わ
か
っ
た
わ
、
じ
ゃ

ア
ジ
ャ
イ
ル
で
は
メ
ト
リ
ク
ス
を

タ
ン
ス
の
肥
や
し
に

し
ま
し
ょ

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
に

一
緒
に
お
布
施
す
る
っ
す

メ
ト
リ
ク
ス
は

ア
ジ
ャ
イ
ル
の
聖
地
っ
す

巡
礼
す
る
っ
す

・逃げ恥
ドラマ「逃げるは恥だが役に立つ」から、ここではウォーターフォール
からの戦略的撤退組や転向者の別名。
・お布施
有料で物品購入をすること。ここでは布教に物理的に尽力すること。
・聖地巡礼
作品に関係のある地や店を訪れて感動を新たにすること。ここではア
ジャイル信仰者が訪れる聖地を指す。

そ
れ
は

宝
の
持
ち
腐
れ
っ
す

ま
だ
こ
れ
か
ら
挽
回
っ
す

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
か
ら
の

逃
げ
恥
も
い
る
っ
す
か
ら

アジャイルでメトリクスどうなの？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
メトリクスや定量データ管理はどうで
しょうか。コストに見合うくらいに役に
立つでしょうか。

---
アジャイルだけでなく、人手で開発する
ソフトウェア開発では定量データ管理や
そのメトリクスの有効性に疑問を持って
いる人は多くいるでしょう。そしてこの
疑問はもっともなものです。

アジャイル開発では対象が小規模である
ことが多く、また複数回の繰り返し開発
（スクラムではスプリント）になるため、
1回の開発は小さくなります。このため、
統計的な分析が有効でない場合が多いで
す。

しかしアジャイル開発でも、特に大規模
なものを対象にするときには、リスク対
応や評価のためにメトリクスは必要にな
り、メトリクスは有用な羅針盤になるで
しょう。リモート開発のときも同様に必
要になるでしょう。

またアジャイル開発では生産性に関する
捉え方が難しく、そのメトリクスも困難
なものになります。一方、リリース後の
バグ密度などの信頼性に関するメトリク
スは開発方法に依存せずにソフトウェア
製品とその開発プロセスのいい羅針盤に
なるでしょう。

しかし開発中のバグはその定義や件数の
評価が難しいため、ウォーターフォール
開発と比較して、より注意する必要があ
ります。

このようにアジャイルメトリクスには
色々と困難な面と有効な面があります。
ここではこのアジャイルメトリクスの困
難さを乗り越え、有効に使う方法を一緒
に考えていきたいと思います。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
で
の

生
産
性
っ
て
な
ん
な
の
？

え
、
や
っ
ぱ

コ
ー
ド
行
数
や
機
能
数

で
測
る
の
？

た
ぶ
ん

コ
レ
ジ
ャ
ナ
イ
ロ
ボ
っ
す

作
り
直
し
の
と
き
の

汗
と
涙
も
入
れ
な
い
と

み
ん
な
泣
く
っ
す

じ
ゃ
、
ど
う
す
る
の
よ

生
産
性
で
、
成
績
評
価
や

ボ
ー
ナ
ス
査
定
で
き
な
い
の
？

ゼ
ロ
に
す
る
わ
よ
！

生
産
性
で

ボ
ー
ナ
ス
査
定
は
な
し
っ
す

で
も
Ｓ
Ｐ
で
生
産
性
を

相
対
評
価
で
き
る
っ
す

わ
か
っ
た
わ
、
じ
ゃ

Ｓ
Ｐ
の
ベ
ロ
シ
テ
ィ
で

ボ
ー
ナ
ス
査
定
は

・
・
・
し
な
い
わ

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
で
の
生
産
性
は

相
対
評
価
っ
す

も
ち
ろ
ん
、
未
完
了
Ｓ
Ｐ
も

含
ん
で
、
リ
ス
ク
分
析
は

意
味
が
あ
る
っ
す

・コレジャナイロボ
クリスマスプレゼントで欲しかったのは、これじゃない！と言われるロ
ボット
・SP
ストーリーポイント。ユーザの要求（ユーザバックログ、ユーザスト－
リー）を見積るための架空の単位。チームで大きさが異なる。

も
ち
ろ
ん

ボ
ー
ナ
ス
の
相
対
査
定
は

で
き
る
っ
す

じ
ゃ
な
く
て

生
産
性
の
相
対
評
価

で
き
る
っ
す

アジャイルの生産性ってなんなの？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
生産性はどのように測定するのでしょう
か。そもそもアジャイルでの生産性とは
どういうものでしょうか。

---
アジャイル開発では仕様変更を通常のこ
ととして受け入れるため、同じコード部
分を複数回変更することがあり、結果と
してのソフトウェアのコード行数(SLOC、
Source Lines Of Code)や機能量（ファ
ンクションポイント:FP）のみで生産性を
測定するのはあまり意味がありません。

そこでストーリーポイント(SP)のベロシ
ティを測定して、これで同一チームや類
似のプロジェクトの相対的な生産性とす
ることが多くなっています。つまり以前
のものや類似のものと比較していいか悪
いかだけの相対評価になります。

このため、ソフトウェア製品として他社
や他チームとの絶対的評価（ベンチマー
キング）や比較には使えません。マンガ
のようにボーナス査定にも使えません。

この生産性のベンチマークよりも、SPの
ベロシティを未完了SPとともに、開発が
今までと比べて遅れていないか、何か遅
延の原因があるのではないかなどのリス
ク対応に使うことが有効になります。

しかし一般のソフトウェアの品質保証で
は、過去の実績値と比較しての十分性を
元に評価することが多く、上記の相対値
では、この手法は使えないことに注意し
てください。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
で
の

品
質
っ
て
ど
う
な
の
？

ど
う
測
る
の
？

ど
う
見
る
の
？

ど
う
使
う
の
？

た
ぶ
ん

結
果
と
し
て
の
製
品
品
質
は

ど
こ
で
も
同
じ
っ
す

い
ち
ゃ
も
ん
、
じ
ゃ
な
く
て
、

バ
グ
報
告
が
な
い
こ
と
が

品
質
っ
す

製
品
品
質
に
つ
い
て
は

後
で
小
一
時
間
ほ
ど
説
教
ね

じ
ゃ
、
走
っ
て
い
る
間
の

品
質
測
定
は
ど
う
な
の
よ

開
発
中
の
品
質
測
定
は

や
っ
ぱ
バ
グ
数
っ
す

新
規
や
既
存
、
そ
し
て

デ
グ
レ
ー
ド
も
多
い
っ
す

わ
か
っ
た
わ
、
じ
ゃ

こ
れ
で
ボ
ー
ナ
ス
査
定

し
て
い
い
わ
よ
ね

バ
グ
は
罰
金
ね

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
の
品
質
測
定
は

今
回
の
回
で
対
象
に
す
る

バ
グ
と
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で

測
定
す
る
っ
す

残
り
は
次
回
に

測
定
す
る
っ
す

・いちゃもん
文句の一種で受け手がうるさいと感じるもの。
・小一時間
説教するときの基本時間。1時間以内とは限らない。

こ
の
バ
グ
は

次
回
に
回
す
っ
す
か
ら

査
定
は

リ
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

で
し
て
ほ
し
い
っ
す

アジャイルの品質はどう測るの？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
品質やその中の信頼性はどのように測定
するのでしょうか。

---
製品品質の一部である信頼性は開発方法
に依存せずに同じで、製品のリリース後
のバグ数で測定します。

一方、開発中の信頼性は開発中に出たバ
グ数や実施したテストケース数で測定し
ます。これも基本的に開発方法に依存せ
ずに同様なものになります。

信頼性のメトリクスでの分母に相当する
工数は開発方法に依存しませんが、プロ
グラム規模（コード行数やファクション
ポイント）は仕様変更が当然のように入
るアジャイル開発では測定が難しいもの
になります。

但しアジャイル開発では複数回（スクラ
ムではスプリント）にわけて開発するの
で、今回の開発では対応せずに次回で対
応することもあり、バグの測定対象もそ
れに合わせる必要があります。つまり対
象が完了(Done)するまでのバグについて
は計測対象外にするなどの注意すが必要
です。

また複数回の開発のため対象が小さくな
るので、メトリクスによる毎回の定量
データ分析はそれほど有効ではありませ
ん。

なお、ここでは触れませんが、信頼性以
外の使用性や保守性などの品質測定も重
要で、特にアジャイル開発ではこれらの
品質特性も注目されます。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で

こ
う
い
う
測
定
デ
ー
タ
が

出
た
け
ど
、
大
丈
夫
？

そ
こ
危
な
く
な
い
の
？

た
ぶ
ん

危
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
は

手
遅
れ
っ
す

マ
ー
フ
ィ
ー
さ
ん
も

そ
う
言
っ
て
る
っ
す

手
遅
れ
っ
て
ど
う
し
て
な
の
！

ま
だ
死
ん
で
な
い
わ
よ

で
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら

リ
ス
ク
が
わ
か
る
の
？

以
前
の
デ
ー
タ
と
の

傾
向
性
か
ら
わ
か
る
っ
す

そ
れ
に

「
リ
ス
ク
、
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
」

と
メ
モ
書
き
が
あ
る
っ
す

わ
か
っ
た
わ
、
じ
ゃ

こ
れ
か
ら
リ
ス
ク
対
応

す
る
わ
ね

一
生
懸
命

お
祈
り
す
る
わ

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
は

リ
ス
ク
感
知
に
は
必
要
っ
す

で
も
対
応
は
祈
願
だ
け
で
は

な
く
、
現
場
フ
ァ
ー
ス
ト
で

お
願
い
す
る
っ
す

・マーフィー
マーフィーの法則で有名なマーフィー。リスクの可能性があるものは必
ずリスクになる、それも最悪のタイミングで。
・リスク、ダメ、ゼッタイ
イジメも駄目、絶対。
・はらたま、きよたま
払えたまえ、清めたまえの省略形。サクラの口癖。

バ
グ
退
散

は
ら
た
ま
、
き
よ
た
ま

吉
兆
の
メ
ト
リ
ク
ス
様
、

い
い
測
定
デ
ー
タ
を
！

・
・
・
で
い
い
っ
す
か

そこ危なくないの？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
メトリクスによるリスク対応はどうする
のですか。それは役に立ちますか。

---
メトリクスの活用としては、開発終了後
にベンチマーキングとして使う場合と、
開発中に計測するものがある。

後者の開発中に計測するときは一般的に、
メトリクスによる測定データの分析から、
例えばバグ密度が通常の値とは大きく異
なる異常値が発見された場合は、リスク
として認識し、それをトリガーとしてリ
スク対応を行います。

アジャイル開発では対象が小規模である
ことが多く、測定データの分散が大きく
なりがちです。このため異常値の判断が
難しく、第一種の過誤（犯人でないもの
を犯人とする誤り、偽陽性）が起きやす
くなります。

しかしそれでもこの開発中のメトリクス
測定はリスク対応に有効です。第一種の
過誤も原因を突きとめていけば、この測
定結果も有用な情報となります。

問題はコストですが、メトリクスの測定
データの収集を計測ツールで自動化し、
分析もなるべく分析ツールで自動化でき
るようにすれば、コストは低減できます。

マンガでも触れていますが、開発現場に
リスク検知のための測定データの収集と
分析にコストをかけさせず、逆にリスク
を早めに知らせるように、現場ファース
トを第一に考えてください。使わない
データはもちろん、将来、使うかも知れ
ないと考えたデータも思い切って測定し
ないようにします。

そうすれば、アジャイルの開発現場でも
メトリクスの有効性が認知されるでしょ
う。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で
は

ど
こ
を
測
れ
ば
い
い
の
？

全
部
は
無
理
よ
ね
、

丸
裸
に
し
て
測
る
の
は

無
茶
よ
ね

丸
裸
は
か
ん
べ
ん
っ
す

必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
を

さ
さ
っ
と
測
っ
て
ほ
し
い
っ
す

や
さ
し
く
し
て
ほ
し
い
っ
す

強
引
な
の
は
許
し
て

強
引
っ
て
な
ん
な
の
よ
、

私
は
そ
ん
な
こ
と
し
な
い
わ
よ

じ
ゃ
、
さ
っ
さ
と
測
る
か
ら

洗
い
ざ
ら
い
、
白
状

す
る
の
よ

え
っ
と
、

こ
こ
を
回
収
し
て

あ
そ
こ
を
新
た
に
作
っ
た
す

そ
こ
以
外
は
手
付
か
ず
っ
す

こ
れ
で
全
部
っ
す

ホ
ン
ト
っ
す

悪
か
っ
た
わ
、
そ
ん
な
に

怯
え
な
く
て
も
い
い
わ
よ

で
も
面
倒
ね
、
回
収
と
新
規

が
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
な
の
は

怒
っ
て
い
い
？

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
で
測
定
は

必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
を

さ
さ
っ
と
測
る
っ
す

測
定
も
ア
ジ
ャ
イ
ル
っ
す

手
抜
き
じ
ゃ
な
い
っ
す

・スパゲッティ
スパゲッティプログラムから。スパゲッティプログラムとはスパゲッ
ティのように制御があちらこちらに飛びまくり、ストレート麺でなく、
見事な縮れ麺になっているプログラムのこと。
・手抜き
無駄を省くことの別名。省力化とも言う。

手
抜
き
、
い
や

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な

測
定
こ
そ
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
っ
す

手
抜
き
、
い
や
、
無
駄
を

省
く
の
が
重
要
っ
す

今日はどこを測るの？
【質問】アジャイル開発で測定する対象
はどこなのでしょうか。すべての開発対
象でしょうか、それとも今回の開発対象
だけでいいのでしょうか。

---
アジャイル開発ではすべての開発対象が
明確になっていないことが多く、このた
め品質や生産性の測定対象は限定する必
要があります。

アジャイル開発をするときには、過去の
開発対象の改修と、新規の開発が混合し
ます。そして開発完了(Done)もあります。
このため、測定の対象となるものは完了
部分を除いて改修部分と新規開発分の両
方になり、測定は複雑になります。

ウォーターフォール開発であれば、比較
的この両者は区別されて開発し、その測
定も対象がどちらかに重点を置くことが
できるので、測定はシンプルにできます。

アジャイル開発では複雑な測定とメトリ
クスになりがちですが、このような測定
もアジャイル開発のように、必要なこと
だけを必要なときにのみ測定・分析する
ようにして、無駄な作業を減らし、低コ
ストで素早く実施するようにしてくださ
い。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
っ
て

メ
ト
リ
ク
ス
で

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
と

仲
良
く
で
き
る
の
？

そ
れ
と
も
敵
対
？

メ
ト
リ
ク
ス
は

共
通
の
も
の
が
多
い
っ
す

で
も
ア
ジ
ャ
イ
ル
陣
営
は

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
文
化
を

嫌
っ
て
る
っ
す
、
戦
争
っ
す

な
ん
で
戦
争
な
の
よ

先
輩
の
メ
ト
リ
ク
ス
を

使
う
べ
き
よ

も
っ
た
い
な
い
わ
よ

う
ぅ
、
そ
う
っ
す

同
じ
メ
ト
リ
ク
ス
に
す
る
と

比
較
さ
れ
る
の
が
嫌
で
嫌
で

我
慢
で
き
な
い
と

思
っ
て
る
っ
す

メ
ト
ハ
ラ
ね

比
べ
な
い
し
罵
倒
し
な
い
わ

で
、
校
舎
裏
で
し
め
る

こ
と
に
す
る
わ

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
と
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ォ
ー
ル
の
メ
ト
リ
ク
ス
は

な
る
べ
く
共
通
化
す
る
っ
す

比
較
も
で
き
る
っ
す

お
互
い
の
長
所
と
短
所

も
わ
か
る
っ
す

・メトハラ
メトリクスハラスメント。生産性や信頼性の値で嫌がらせすること。
・校舎裏
放課後、不良に呼び出されて〆られる場所。
・伝説の大きな木の下
フラグが立っていれば、卒業式の日に、愛の告白をされる場所。

校
舎
裏
っ
す
か

伝
説
の
大
き
な
木
の
下
で

メ
ト
リ
ク
ス
結
果
を

告
白
し
て
ほ
し
い
っ
す

ウォーターフォールと仲良く？
【質問】アジャイルソフトウェア開発と
ウォーターフォール開発でメトリクスは
どの程度一緒にできるのでしょうか。そ
れとも別のメトリクスになるのでしょう
か。

---
リリース後のバグやテストケース数など
は開発方法に依存しないので同じメトリ
クスを使用できます。

また開発途中のバグ数やレビュー時間、
工数などは調整すれば、同じメトリクス
を使うことができます。

例えばアジャイルで次の開発（スクラム
であれば次のスプリント）に回すバグな
どを除外したり、ペアプロのときの工数
を別に測るなどの調整をします。

一方、生産性に関するメトリクスは最終
結果の規模としてのプログラム行数や
ファクションポイントだけでは、仕様変
更が当然のものとして入るアジャイル開
発ではそのまま適用できないでしょう。

しかしメトリクスをウォーターフォール
と共通化できれば、その比較もでき、そ
れぞれの利点と欠点もわかり、また
ウォーターフォール開発とアジャイル開
発のハイブリッドな開発がしやすくなる
でしょう。

しかしハイブリッドな開発はメトリクス
だけでなく、多くの面で難しい開発にな
るので注意してください。慣れていない
アジャイル開発ではお勧めできない開発
になります。

またウォーターフォール開発では、過去
の実績値と比較することが多く行われて
いますが、ハイブリッド開発ではこの手
法は難しくなります。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
っ
て

テ
ス
ト
が
好
き
な
の
？

愛
し
て
い
る
の
？

そ
れ
と
も
あ
ら
捜
し
が

好
き
な
だ
け
？

テ
ス
ト
は
日
常
っ
す

ご
は
ん
を
食
べ
る
の
と
同
じ
で

あ
ら
捜
し
は
ご
は
ん
っ
す

お
か
ず
も
ご
は
ん
っ
す

そ
れ
じ
ゃ
、
テ
ス
ト
工
数
が

お
っ
き
く
な
る
ん
じ
ゃ
？

意
地
悪
爺
さ
ん
み
た
く

あ
ら
捜
し
せ
ず
に

仕
事
な
さ
い

テ
ス
ト
は
自
動
っ
す

寝
て
る
間
に
す
る
っ
す

サ
ボ
っ
て
い
る
と
き
も

テ
ス
ト
す
る
っ
す

自
動
化
、
い
い
響
き
ね

お
値
打
ち
そ
う
で

で
自
動
化
で
サ
ボ
っ
て
る
っ
て
？

後
で
し
め
る
わ
ね

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
で
は

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
数
は
多
い
っ
す

メ
ト
リ
ク
ス
で
注
意
っ
す

け
ど
自
動
化
し
て
る
か
ら

多
い
日
で
も
安
心
っ
す

・おかずもごはん
楽曲「ごはんはおかず」にインスパイアされた返し歌。
・意地悪爺さん
ボブ・バトルのマンガの主人公。
・お値打ち
お買い得という意味を持つ名古屋人独特の言い回し。価値があるとは一
言も言っていないことに注意。

サ
ボ
る
た
め
に

楽
を
す
る
た
め
に

苦
労
し
て
自
動
化
し
た
っ
す

わ
か
っ
て
ほ
し
い
っ
す

テストはごはん？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
はテストは多いと思いますがこれはメト
リクスに影響は出ないのでしょうか。

---
アジャイルでは複数回の開発（スクラム
ではスプリント）で毎回、テストを実施
します。その中にはデグレードを発見す
るためのリグレッションテストも含まれ
ています。この結果、実施するテストは
多くなります。逆に考えれば、アジャイ
ルではテストは常時実施することになり
ます。

このためアジャイルでは効率的なテスト
の実施が求められ、ツールなどを使って
低コストな自動テストが求められます。

リグレッションテストは比較的自動化し
やすいテストであり、このテストを実施
するアジャイルではツールによるテスト
の自動化が進んでいます。

メトリクスとしてテストケース数やテス
ト工数などを選択するときは、これを考
慮して基準値や閾値を決める必要があり
ます。

テストケース数の基準としては、例えば
「ソフトウェア開発分析データ集2022」
のデータでは、ウォーターフォール開発
では、コード1000行あたり結合テスト50
個、総合テスト15個程度なので、アジャ
イル開発ではそれ以上になるでしょう。
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ベ
ロ
シ
テ
ィ
っ
て
な
ん
な
の
？

こ
れ
で
怒
っ
て
い
い
の
？

怒
る
の
は
許
し
て
っ
す

ベ
ロ
シ
テ
ィ
は

方
向
と
ス
ピ
ー
ド
っ
す

速
い
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
っ
す

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で

要
求
を
満
た
す
速
度
っ
て
こ
と
？

じ
ゃ
遅
い
の
は
お
し
お
き
ね

方
向
違
い
は
折
檻
よ

も
う
怒
っ
て
る
っ
す

ベ
ロ
シ
テ
ィ
は
今
ま
で
と
の

比
較
で
使
う
っ
す

絶
対
評
価
じ
ゃ
な
い
っ
て

言
い
訳
し
た
い
っ
す

言
い
訳
は
聞
か
な
い
わ

兎
に
角
ベ
ロ
シ
テ
ィ
は
絶
対
よ

焼
き
そ
ば
パ
ン
5
個
入
手
の

ベ
ロ
シ
テ
ィ
を
測
る
わ
よ

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で
は

ユ
ー
ザ
の
要
求
を
提
供
す
る

ベ
ロ
シ
テ
ィ
が
あ
る
っ
す

こ
れ
指
標
っ
す
け
ど

こ
れ
で
怒
る
の
は

待
っ
て
ほ
し
い
っ
す

・おしおき、折檻
月に代ってするのがおしおきで、火星に代ってするのが折檻、水をか
ぶってするのは反省
・焼きそばパン
昼休みに学食のパン売り場へパシリさせるときに買わせるパン

そ
れ
は

単
な
る
パ
シ
リ
っ
す

焼
き
そ
ば
パ
ン
5
個
は
ム
リ

ア
ン
パ
ン
3
個
で

許
し
て
っ
す

ベロシティで怒っていい？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
よくベロシティという言葉を聞きます。
これはどんなもので、これでメトリクス
の指標として使っていいのでしょうか。

---
アジャイルのベロシティとは1回の開発単
位でユーザ要求を提供できた量になりま
す。スクラム開発では1回のスプリントで
提供できたストーリーポイントの合計に
なります。

このようにベロシティでは提供できた要
求の量やストーリーポイントを対象にし
ています。これらの量は絶対的な尺度で
はなく同一/類似アジャイルチームでの相
対的な尺度になります。つまり過去のも
のと比較して良いか悪いかの尺度になり
ます。

これからベロシティはベンチマークに使
えるような絶対的なメトリクスではなく、
同一チーム内や類似チーム、類似プロ
ジェクトの相対的なメトリクスになりま
す。

ベロシティだけではベンチマークや見積
もりなどの絶対的な指標ではなく、ベロ
シティの変化分や過去との比較をして、
相対的に使うことができます。

例えば、過去と比較してベロシティが悪
化したときのリスク検知やプロジェクト
進捗状況、プロセス改善などに使うこと
ができます。

ベロシティでリスク検知などに使えると
いう意味において、アジャイル開発でベ
ロシティをメトリクスとして採用し、そ
のデータ収集をし、定量データ分析する
ことは重要です。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
で
見
積
り
は

ど
う
す
る
の
？

仕
事
は
ど
ん
だ
け
？

ア
ジ
ャ
イ
ル
の
見
積
り

難
し
い
っ
す

人
類
の
永
遠
の
課
題
っ
す

な
に
よ
、
大
袈
裟
ね

そ
う
や
っ
て
誤
魔
化
す
気
？

し
め
る
わ
よ

見
積
り
、
ど
う
す
ん
の
！

た
ぶ
ん
見
積
り
は

過
去
の
類
似
の
も
の
か
ら
の

類
推
法
っ
す

こ
れ
は
こ
れ
で
万
能
っ
す

こ
れ
し
か
な
い
っ
す

涙
が
で
ち
ゃ
う

き
っ
と
い
い
見
積
り
法
が

世
の
中
に
あ
る
は
ず
よ

で
契
約
は
ど
う
す
ん
の

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で
は

見
積
り
は
人
類
に
残
さ
れ
た

最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

・
・
・
じ
ゃ
な
く
て
課
題
っ
す

契
約
も
Ｓ
Ｅ
Ｓ
が

無
難
す

・涙がでちゃう
でもコードの中では平気なの、だってエンジニアだもの
・悲劇か喜劇
これらは表裏一体で、中の人は悲劇、外の人にとっては喜劇
・人類に残された最後のフロンティア
エンタープライズ号のカーク船長の言葉

契
約
は

た
ぶ
ん
Ｓ
Ｅ
Ｓ
っ
す

こ
れ
は
こ
れ
で
万
能
っ
す

こ
れ
し
か
な
い
っ
す

請
負
は
悲
劇
か
喜
劇

に
な
る
っ
す

仕事はどんだけ？
【質問】アジャイルソフトウェア開発で
見積りはどのようにするのでしょうか、
見積りにはどのようなメトリクスがある
のでしょうか。

---
アジャイル開発で見積りをするときは、
過去の類似のプロジェクトから類推をし
て見積もる類推法があります。この類推
法はアジャイル開発に限った方法ではな
く、開発プロセスに依存しない見積り法
です。ただアジャイル開発では仕様変更
なども類推することになりますので、よ
り面倒になります。

ユーザの要求量を見積もる方法や、プロ
ダクトそのものの価値を見積もる方法な
どがありますが、特定の分野やプロジェ
クトに限定されていて、汎用の見積りに
は難しいものです。

アジャイル開発における見積りは難しい
もので、それを客観的に定量化するメト
リクスも難しいものになります。例えば、
ユーザの要求量（スクラムではストリー
ポイントで代替）を測定するメトリクス
も、どうしても主観的な面が入ってきま
す。

一方、このように難しい見積りの開発で
は、契約も請け負いでは対応できず、
SES(システムエンジニアリングサービス)
による準委任契約で実施されることが多
くなっています。

SESでのメトリクスも工数などの少数の
客観的な定量データを対象にするものし
かありません。このため工数を元に契約
することが多くなります。
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ア
ジ
ャ
イ
ル
で
品
質
保
証
は

ど
う
す
る
の
？

ど
ん
だ
け
や
る
の
よ

品
質
保
証
活
動
は
永
遠
っ
す

ユ
ー
ザ
が
満
足
す
る
ま
で

や
る
っ
す
、
宿
命
っ
す

マ
ジ
無
理
！
そ
れ
に
キ
モ
い

マ
ジ
本
音
は
ど
う
な
の
よ
！

や
れ
る
と
こ
ろ
を

や
れ
る
範
囲
で
緩
く
や
る
っ
す

バ
グ
が
出
て
も

言
い
訳
す
る
っ
す

い
っ
ぺ
ん
、
死
ん
で
み
る
？

も
う
一
度
、
聞
く
わ
よ

ち
ゃ
ん
と
答
え
な
さ
い

と
い
う
こ
と
で

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で
は

品
質
保
証
も
大
変
っ
す

無
駄
な
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
、

必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
を

す
る
の
は
当
た
り
前
っ
す

そ
れ
を
見
極
め
る
の

が
ム
ズ
イ
っ
す

・いっぺん、死んでみる？
地獄少女の励ましの言葉、自死を勧めているのではない

や
る
べ
き
と
こ
ろ

と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

に
わ
け
て

や
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
け
を

自
動
化
し
て
ち
ゃ
ち
ゃ
と

や
る
っ
す

いつまで続くの？
【質問】アジャイル開発やDevOpsでは
継続的に機能拡張をしていき、永遠の
ベータ版とも呼ばれていますが、こうし
たものに対して、どのようにメトリクス
を運用して品質保証をすればいいので
しょうか。

---
確かにアジャイル開発やDevOpsでは機能
追加や変更をしていく継続的開発になり、
継続的にリリースすることになります。

このため1回の設計・製造・テスト（開
発）とリリースを行う従来の開発におけ
る品質活動とは異なる面も必要になりま
す。

継続的に、段階的に開発とリリースを繰
り返すときには、(1) 今回の開発とリ
リースで品質を保証するところと、(2)今
回はそのメトリクスの計測対象にしない
（リスク分析などの品質保証の対象にし
ない）ところを明確に区別する開発方法
もあります。

これに加えて、(3)今回の開発により以前
にメトリクス対象にして品質保証をして
いた箇所を今回もその対象に入れるとき
は、対象に入れた影響がないかどうか
（デグレードを起こしていないかどう
か）を調べる必要があります。

上記(1)と(3)のメトリクス計測と品質保
証活動は、部分的に見れば、従来の品質
保証活動と同等な方法でも実施可能です。
ただしこのような継続的に開発とリリー
スを繰り返すときには、品質保証活動の
占めるコストが大きくなりますので、な
るべくツールなどで自動化をして、その
コスト低減を図る必要があります。



昔
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
が

役
に
た
つ
か
、
使
え
る
か
、

な
ん
て
話
が
あ
っ
た
わ
よ
ね

転
機
は
あ
れ
っ
す

２
０
２
０
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
っ
す

な
ん
で
昔
の
人
は

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
が

使
え
ね
ー
っ
て
思
っ
た
の
？

し
め
て
や
る
わ
！

怖
い
っ
す

新
し
い
開
発
で

メ
ト
リ
ク
ス
を
使
う

に
は
長
い
年
月
の
積
み
重

ね
が
必
要
っ
す
、
悲
す
い

おわりに「10年後のアジャイルメトリクス」
そ
う
み
た
い
す
ね

い
ま
は
ア
ジ
ャ
イ
ル
で

メ
ト
リ
ク
ス
当
た
り
前
す
け
ど

じ
ゃ
ど
う
し
て

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
の
？

な
ん
か
転
機
が
あ
っ
た
の
？

ね
ぇ
、
教
え
て
よ

ＤＸ

・
・
・
っ
て
い
う
よ
う
に

な
ら
な
か
っ
た
わ
ね

ま
だ
暗
中
模
索

そ
れ
で
ア
ジ
ャ
イ
ル

メ
ト
リ
ク
ス
っ
て

こ
れ
か
ら
な
の
？

同
じ
話
を
何
十
年
も

聞
い
て
い
る
け
ど
？

暗
中
模
索
に
光
あ
れ
？

あ
れ
か
ら

リ
モ
ー
ト
ア
ジ
ャ
イ
ル

が
当
た
り
前
に
な
っ
て

働
く
姿
を
上
司
に
見
せ
ら
れ
ず

つ
ま
り
給
料
評
価
で
必
要
に

な
っ
た
っ
す
、
動
機
は

お
金
っ
す

ＤＸ
で
も

リ
モ
ー
ト

ア
ジ
ャ
イ
ル
や

大
規
模
ア
ジ
ャ
イ
ル
で

絶
対
、
必
要
っ
す

メ
ト
リ
ク
ス
は
い
つ
で
も

暗
中
模
索
っ
す

く
ら
や
み
っ
す

と
い
う
こ
と
で

わ
た
し
た
ち
で

ま
だ
ま
だ

ア
ジ
ャ
イ
ル
メ
ト
リ
ク
ス

で
悩
ん
で
い
く
わ
よ

こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
悩
む
っ
す

よ
ろ
し
く
っ
す
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